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つ な ん じ か ん

津南の星空

津南のきれいな星空

次の新月は９月７日

皆さんも空を

見上げてみては

いかがでしょうか

中子の田んぼから
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見て・知って・得をする　かわらばん
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だんだんどうも！ 地域包括支援センターです
健康づくり ア・ラ・カルト　農業の豆知識
農業委員会の窓
地域おこし協力隊だより
広報ライブラリー
つなんの文芸
病院歳時記　年金コーナー　100 日運動
議会コーナー
Tap でいこう‼
苗場山麓ジオパークかくれた魅力発見し隊！
なじょもん通信　戸籍の窓　広報編集室
津南町の人口

regulars

04 【特集】
マイナンバーカード
　　受け取りのススメ

07 なんでも便り

15 津南に新しい風
～地域おこし協力隊～

14 情報発信強化をしてみませんか？
～Googleマイビジネス～
　　／移住定住のとりくみ

features



広報 4令和３年８月号

特 
集
Topic

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
受
け
取
り
方

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
町
民
課　

町
民
班　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

〇
健
康
保
険
証
利
用
に
関
す
る
こ
と

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４　

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
は

　

発
行
申
請
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

発
行
準
備
が
で
き
し
だ
い
ご
連
絡
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
税
務
町
民
課
町
民
班
の
窓
口
に
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
け
取
り
に

つ
い
て
は
、
混
雑
緩
和
の
た
め
完
全
予
約
制

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
記
載

さ
れ
た
顔
写
真
付
き
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
カ
ー
ド
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
ほ
か

に
、
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。　

申請方法などについては、広報つなん令和３年３月 20 日号また

は、「マイナンバーカード総合サイト（※）」をご覧いただくか、

マイナンバー総合フリーダイヤル（℡ 0120-95-0
マイナンバー

178）

までお問い合わせください。

※ URL：https://www.kojinbango-card.go.jp

　

本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
と
し

て
利
用
で
き
る
ほ
か
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ

る
確
定
申
告
等
の
電
子
証
明
書
を
利
用
し

た
電
子
申
請
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
及
び
電
子
証
明
書
に
は
有
効
期
限

が
あ
り
ま
す
。）

津
南
町
役
場
１
階　

４
番
窓
口

税
務
町
民
課　

町
民
班

１
．
税
務
町
民
課
町
民
班
に
電
話
し
ま
す
。

２
．「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

予
約
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

３
．「
希
望
日
時
」
を
伺
い
、
予
約
日
時
の

調
整
を
し
ま
す
。

４
．「
氏
名
・
住
所
（
集
落
）・
電
話
番
号
」

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

※
発
行
準
備
が
で
き
し
だ
い
送
付
さ
れ
る
交

付
通
知
書
は
が
き
を
お
手
元
に
ご
用
意
の

上
、
予
約
の
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
必
ず
本
人
が
窓
口
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
年
齢
に
関
係
な
く
、
必
ず
本
人
が
窓
口
に

来
て
く
だ
さ
い
。

〇
本
人
が
15
歳
未
満
ま
た
は
成
年
被
後
見
人

の
場
合
は
、
法
定
代
理
人
（
未
成
年
者
の
親

権
者
、
成
年
後
見
人
）
と
一
緒
に
来
て
く
だ

さ
い
。

〇
病
気
、
身
体
の
障
が
い
そ
の
他
や
む
を

得
な
い
理
由
で
本
人
が
役
場
に
来
る
こ

と
が
難
し
い
場
合
に
限
り
代
理
人
に
委

任
で
き
ま
す
。（
そ
の
場
合
は
書
類
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
午
前
９
時
か
ら
30
分
刻
み
）

※
仕
事
や
学
業
な
ど
に
よ
り
受
付
時
間
外
で
の
受
け
取

り
を
希
望
す
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
受
け
取
り
の
ス
ス
メ

交
付
場
所

予
約
方
法

窓
口
に
受
け
取
り
に
く
る
人

受
付
日
時



特集 マイナンバーカード受け取りのススメ

5 広報 令和３年８月号

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

　
　
　  

　
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
！

⑴
本
人
が
受
け
取
る
場
合

交
付
通
知
書
は
が
き
、
通
知
カ
ー
ド
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、本
人
確
認
書
類
（
下

表
Ａ
１
点
ま
た
は
Ｂ
２
点
）、
設
定
暗
証
番
号

記
載
票
（
下
表
Ｆ
）

⑵
法
定
代
理
人
が
同
行
し
本
人
が
受
け
取
る

場
合

交
付
通
知
書
は
が
き
、
本
人
の
通
知
カ
ー

ド
、
本
人
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
本

人
の
本
人
確
認
書
類
（
下
表
Ａ
１
点
ま
た
は

Ｂ
２
点
）、
設
定
暗
証
番
号
記
載
票
（
下
表

Ｆ
）、
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
（
下

表
Ａ
１
点
ま
た
は
Ｂ
２
点
）、
法
定
代
理
人
の

権
限
確
認
書
類
（
下
表
Ｃ
）

⑶
任
意
代
理
人
が
受
け
取
る
場
合

交
付
通
知
書
は
が
き
、
本
人
の
通
知
カ
ー

ド
、
本
人
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
本

人
の
本
人
確
認
書
類
（
下
表
Ａ
２
点
ま
た
は
、

Ａ
１
点
と
Ｂ
１
点
ま
た
は
、
顔
写
真
付
き
１
点

以
上
含
む
Ｂ
３
点
）、
設
定
暗
証
番
号
記
載

票
、
任
意
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
（
下

表
Ａ
２
点
ま
た
は
Ａ
１
点
と
Ｂ
１
点
）、
本
人

が
窓
口
に
来
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
を
証

す
る
書
類
（
下
表
Ｄ
）、
任
意
代
理
人
の
権

限
確
認
書
類
（
下
表
Ｅ
）

※
通
知
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
予
約
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
交
付
を
受
け
て
い
る
人
の

み
必
要
と
な
り
ま
す
。

必
要
な
持
ち
物

区 分 書類の例（いずれも有効な期限内のもので、原本に限ります）

A 運転免許証、パスポート、障がい者手帳、住民基本台帳カード（顔写真付き）、在留カード、特別永住者証、運転経歴証明
書（H24.4.1 以降の交付に限る）

B
次のもので「氏名＋生年月日」または「氏名＋住民票記載の住所」の記載のあるもの。
健康保険証、健康保険証限度額認定証、子ども医療費受給者証、介護保険証、年金手帳、年金証書、学生証、診察券、社
員証

C
登記事項証明書（本人が成年被後見人の場合。）
戸籍事項全部事項証明書（本人が 15 歳未満の場合。ただし、本籍地が津南町の場合と、法定代理人と同一世帯で親子関係にある
場合は不要。）

D 本人が窓口に来ることが難しいことを証する書類（例：医師の診断書、障がい者手帳、入所施設の入所証明書など）

E 代理人への委任状（交付通知書はがき「個人番号カード交付・電子証明書発行通知書兼照会書」の委任状欄をご利用ください。）

F 設定暗証番号記載票

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と

し
て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
利
用
の
申
し
込
み
は
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
（
※
）
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
セ
ブ
ン
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は

子
育
て
や
介
護
を
始
め
と
す
る
行
政
手
続

き
の
検
索
や
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
受

け
取
る
こ
と
の
で
き
る
自
分
専
用
の
サ
イ

ト
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利

用
に
は
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
中
の
「
電
子
証
明

書
」
を
使
う
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
12
桁

の
数
字
）
は
使
わ
れ
ま
せ
ん
。
医
療
機
関
や

薬
局
の
受
付
窓
口
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り

扱
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ご
自
身
の
診

療
情
報
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
紐
づ
け
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

※
令
和
３
年
10
月
ま
で
に
本
格
運
用
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
本
格
運
用
ま
で
は
現
行
の
健

康
保
険
証
の
持
参
も
お
願
い
し
ま
す
。 ＩＣチップには、受診歴や薬剤情報

などの個人情報は記録されません。

マイナポータル
ＱＲコード

ここを
クリック！

ＩＣチップの中の
「電子証明書」
で本人確認！

利
用
申
込
は
簡
単
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
使
い
ま
せ
ん
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広報 6令和３年８月号

 杉の香りでやすらぎを
— ７月17日　ニュー・グリーンピア津南 —

 津南町の魅力を缶バッジに
— ７月14日　役場第２委員会室 —

　十日町市立ふれあいの丘支援学校の皆さんが職業基
礎の学習で製作してくれた観光名所バッジ「津南の魅
力シリーズ 1（四季編）」。津南町の四季の代表的な景
観をバッジにしていただき、ジオパーク推進室による
解説文も同封されています。缶バッジは津南町観光協
会などで４個１セット５００円で購入できるほか、観
光協会前にカプセルトイの販売機を設置し１回１００
円で販売しています。カプセルトイには２種のシーク
レットもあります。

　６月のシャクヤクに引き続き実施された新幹線での
農産物直送。７月はユリを輸送し、東京駅の花屋など
で販売されました。積み込みには生産者のほかに津南
町の旅館の女将も参加し津南のユリの PR をしました。

　津南中等教育学校の校外学習のなかで考案された「森
の三方よし」プロジェクト。津南町の紅葉の景観の中
でポツンとある杉を伐採し、広葉樹を植え、捨てられ
る枝葉を加工して商品にするプロジェクトを提案して
いただきました。実際に試作したものをニュー・グリー
ンピア津南で販売し大盛況でした。

↑缶バッジは津南町観光協会などで販売しています

↑缶バッジを受け取る根津副町長

↑ユリのつまった箱を新幹線に積み込みます

↑ニュー・グリーンピア津南のロビーで販売しました

↑杉の枝葉を加工したアロマオイル

 新幹線でユリを東京へ
— ７月15日　越後湯沢駅 —



町
政
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、ご
要
望
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
町

民
の

皆
さ

ま
に

は
、

日
頃

か
ら

町
政

運
営

に
ご

理
解

と
ご

協
力

を
い

た
だ

き
、

誠
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

　
津

南
町

は
“

希
望

と
愛

、
参

加
で

き
る

ま
ち

づ
く

り
〜

未
来

を
つ

く
る

 子
ど

も
た

ち
の

た
め

に
 い

ま
、

立
ち

上

が
ろ

う
〜

”
を

基
本

理
念

に
町

政
を

進
め

て
い

ま
す

。

　
希

望
・

愛
に

あ
ふ

れ
る

津
南

町
に

す
る

た
め

に
、

皆
さ

ま
の

町
政

に
対

す
る

貴
重

な
ご

意
見

・
ご

要
望

を
「

な
ん

で
も

便
り

」
で

お
寄

せ
く

だ
さ

い
。

津
南

町
町

長

　
お
寄
せ
い
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
に
は
、
責
任
を

持
っ
て
回
答
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
FA
X
や
な
ん
で
も
メ
ー
ル
、
担
当
部
属
へ
の
お
問

い
合
わ
せ
メ
ー
ル
も
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

［
お
問
い
合
わ
せ
］

津
南
町
役
場
 総
務
課
 総
務
班

T
E
L 
7
6
5
- 3
1
1
2
　
FA
X
 7
6
5
- 4
6
2
5

やまおりやまおり

やまおりやまおり

キ
リ
ト
リ

キ
リ
ト
リ

0
9

7
8

8
4

9

（
切

手
を

貼
ら

ず
に

　
　

お
出

し
く

だ
さ

い
）

料
金

受
取

人
払

郵
便

差
出

有
効

期
間

2
0
2
3
年

2
月

2
0
日

ま
で

十
日
町
局

承
　
認

２
津 南 町 大 字 下 船 渡 戊 五 八 五 番 地

津 南 町 役 場

　 　 総

 務 課   総 務 班 行

︵ 受 　取 　人 ︶

用
紙
の
使
い
か
た

※
の
り
を
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投
稿
原
稿
用
紙
の
面
を
内
側
に
折
っ
て
「
の
り
し
ろ
①
」

と
「
の
り
し
ろ
①
」、「
の
り
し
ろ
②
」
と
「
の
り
し
ろ
②
」

を
貼
り
合
わ
せ
ま
す
。

次
に
「
の
り
し
ろ
③
」「
の
り
し
ろ
④
」「
の
り
し
ろ
⑤
」

を
そ
れ
ぞ
れ
貼
り
合
わ
せ
、
あ
て
先
が
表
に
な
る
よ
う
に

し
ま
す
。
貼
り
合
わ
せ
た
ら
ポ
ス
ト
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

①
①

②
②

③
③

 ④
④

⑤
⑤

の 　 り 　 し 　 ろ 　 ⑤

の
　
り
　
し
　
ろ
　
③

の
　
り
　
し
　
ろ
　
④



キ
リ
ト
リ

キ
リ
ト
リ

住 所

回答について □ 回答を希望する　　□ 回答を希望しない
〒　　　　　　ー

キリトリ線に沿って切り取り、のり付けしてから投函してください。
FAXをお持ちのかたは、この面だけ送信していただいても構いません。

※町政とは関係のない内容や個人・団体を誹謗、中傷するような内容は固くお断りします。

年　　　月　　　日

なんでも
便り

氏 名 性 別　　　□ 男　　　　□ 女

年 齢 電話番号

（■を入れてください）

の　り　し　ろ　⑤

の

　り

　し

　ろ

　②

の

　り

　し

　ろ

　②

の

　り

　し

　ろ

　④

の

　り

　し

　ろ

　①

の

　り

　し

　ろ

　①

の

　り

　し

　ろ

　③

町政についてのご意見、ご要望をお寄せください



9 広報 令和３年８月号

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

く
ら
し

　

９
月
８
日
㈬
か
ら
、
町
営
水
道
及
び
下
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
い
ま
す
。
正
確
な

検
針
の
た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程

　

９
月
８
日
㈬
か
ら
３
日
間
（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物

や
車
等
が
乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場

合
、
検
針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な

ど
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
内

部
が
土
や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

長
岡
労
働
相
談
所
で
は
「
出
張
労
働
相
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
退
職
を
認
め
て
く
れ
な
い
」、「
パ
ワ
ハ

ラ
を
受
け
て
悩
ん
で
い
る
」
な
ど
の
労
働
に

関
す
る
様
々
な
悩
み
事
に
労
働
相
談
所
職
員

が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
雇
用
側
の
相
談
等

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
事
前
予
約
制
と
な

り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

■
日
時

　

10
月
１
日
㈮　

正
午
～
午
後
３
時

※
開
催
日
前
々
日
の
９
月
29
日
㈬
ま
で
に
新

潟
県
労
働
相
談
所
へ
ご
予
約
願
い
ま
す
。

■
会
場

　

津
南
町
役
場
３
階
第
１
委
員
会
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所

　

℡
０
２
５
８
‐
３
７
‐
６
１
１
０

　
（
労
働
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

中
子
集
落
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
に
よ
る
助
成
金
（
宝
く
じ
助
成
金
）
で
中

子
集
落
セ
ン
タ
ー
の
エ
ア
コ
ン
、
石
油
ス

ト
ー
ブ
、
掃
除
機
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
の

ぼ
り
旗
の
入
替
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

整
備
に
よ
り
、
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
・
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
・
・
・

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図

り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
」
と
し
て
実
施

し
て
い
る
助
成
事
業
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

企
画
財
政
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

　

新
潟
県
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
運
動
や
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
等
の
運
動
等
を
ア
プ
リ
で「
見
え
る
化
」

し
、
協
力
店
舗
で
利
用
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
な
ど
、
運
動
習
慣
の
定
着
や
健
康

づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
た
「
に
い
が
た
ヘ

ル
ス
＆
ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
を
９

月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

■
内
容

　

ア
プ
リ
で
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
県
内
の

地
域
協
力
店
（
飲
食
、
美
容
・
健
康
、
運
動
、

温
泉
等
）
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
特
典
と

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

使
え
ば
使
う
ほ
ど
お
得
で
健
康
づ
く
り
に

つ
な
が
る
ア
プ
リ
（
ア
プ
リ
名
「
グ
ッ
ピ
ー

ヘ
ル
ス
ケ
ア
」）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
県
民
生
活
・
環
境
部
ス
ポ
ー
ツ
課

　

企
画
係　

担
当
：
品
田

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
６
２
６

　

mailngt030190@
pref.niigata.lg.jp

相
　
談

健
　
康

長
岡
労
働
相
談
所

「
出
張
労
働
相
談
会
」

令
和
３
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

「
に
い
が
た
ヘ
ル
ス
＆
ス
ポ
ー
ツ

マ
イ
レ
ー
ジ
」ア
プ
リ
運
用
開
始

イ
ベ
ン
ト
中
止
の
ご
案
内

〇
９
月
３
日
㈮

　

健
康
つ
く
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
合
セ
ン
タ
ー　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
ａ
ｐ

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６



いきいき
大好き
津南町

広報 10令和３年８月号

こんなお悩み
　　ありませんか？

　

水
中
運
動
教
室
に

　
　
　
　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　津南町では、高齢者一人ひとりが自立
し、生涯自分のやりたいことを楽しめる
体づくりを目標に、平成 13 年度よりク
アハウス津南で水中運動教室を実施して
います。
　水の中での運動は、水の浮力によって
足腰に負担をかけずに運動できます。元
気なかただけではなく足腰に痛みのある
かたにも効果のある教室です。また手足
を動かし、脳を活性化させることで、認
知症予防にもつながります。

参加者の声
　体を動かさないでいると、筋肉や骨が
衰えてしまい、寝たきりになる危険が高
まります。新型コロナウイルスの影響で
以前よりも活動量が落ちていませんか？
　積極的に体を動かして、いくつになっ
ても元気に過ごせるような体づくりを始
めましょう。

■対象者
・津南町に住む 60 歳以上（年度末年齢）のかた  
・着替えや移動など身の回りのことが自分でできるかた

■実施内容 等
・場所：クアハウス津南
・内容：週 1 回の水中運動と健骨体操
・実施時間：月・火・木・金曜日 の午前

男性教室は金曜日の午後に実施
・参加費用：（９月に参加した場合）13,200 円 
　※保険料別途徴収
　※参加した月により、料金設定あり
・送迎：対応可能です ( 冬期間は対応できない区間あり）。男性教室の送迎はありません。

■申込方法  
　クアハウス津南（℡ 765-3711）または福祉保健課（℡ 765-3114）へ電話または窓口で直接お申込みくださ
い。実際の教室の見学もできます。
　新型コロナウイルス対策のため、送迎バスや教室に定員を設けています。そのほか、消毒や換気、3 密を避
けるなどの感染予防対策を行っています。

楽しみが減った

足腰の痛み

体力が落ちた

風邪をひくことがなくなり
とても感謝しています。

水中運動がとても
楽しく、帰りは体
が軽くなっていい
気分になります。

スタッフの皆さんが明るく気さく
で親しみやすいです。

骨密度測定での数値が良く、水中
運動のおかげだと思います。

今月は
南雲 美佐

保健師
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Q

Q

Q

A

A

A

こ
ん
な
こ
と
で

  

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

成
せい

年
ねん

後
こう

見
けん

制
せい

度
ど

ってなに？

成年後見人等ってどんな人？

具体的にどんなことをしてくれるの？

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
に
よ
り
、
十
分
な
判
断
が
で
き
ず
、

不
利
益
な
契
約
を
結
ん
で
し
ま
っ
た
り
、

悪
徳
商
法
の
被
害
を
受
け
た
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
か
た
た
ち
が
安
心
・
安
全
に
、

ま
た
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
法
的
に

ご
本
人
の
生
活
を
守
る
成
年
後
見
制
度
と

い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
身
近
に
困
っ
て
い
る
か
た
が
い
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
か
た
へ

　

厚
生
労
働
省
か
ら
「
成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
利
用
ま
で
の
流
れ
や
費

用
の
こ
と
に
つ
い
て
も
載
っ
て
い
る
の

で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　認知症などによって既に判断能力が不十分な時に、家庭裁判所から選ばれた後見人
等が本人に代わって財産の管理や契約等の手続、不当な契約の取消をしてくれます。
　ただし、判断能力の程度（後見、保佐、補助）に応じて支援の範囲が異なります。

　子や兄弟など本人にとって身近な親族、または弁護士や社会福祉士
などの専門職、法人等本人の状況に適した人が選ばれます。

※将来、自分の判断能力が低下した場合に備えて、元気なうちに契約する方法もあります。

後見 判断能力が
全くない

全ての契約などの
代理・取消ができます。

保佐 判断能力が
著しく不十分

重要な契約などの
同意・代理・取消ができます。

補助 判断能力が
不十分

一部の契約、手続きの同意・
代理・取消ができます。

例えば、
・お金や不動産の管理
・入院、施設入所の契約
・悪徳商法の契約取消
・死後の相続・引継ぎ　などがあります。
※日用品の購入等できないものもあります。

書類の
手続き 悪徳商法

お金の管理

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症
見守りキャラクター
にんこっこ

だ

ん
だんどうも！
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太
極
拳
の
す
す
め

篠
原　

浩
子

　

太
極
拳
を
続
け
て
も
う
十
年
近
く

に
な
り
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
う
ち
は
家
族
で
ホ
ッ

ケ
ー
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
瞬
発

的
な
激
し
い
運
動
な
の
で
、
ゆ
っ
く

り
と
し
た
運
動
を
長
く
し
た
い
な
と

思
っ
て
い
た
と
き
に
、
全
戸
配
布
さ

れ
る
チ
ラ
シ
を
み
て
、
よ
さ
そ
う
だ

と
思
い
始
め
ま
し
た
。

　

昼
の
部
と
夜
の
部
が
あ
り
、
私
は

夜
の
部
で
週
一
回
の
ペ
ー
ス
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
最
初
の
う
ち
は
今
ま
で
に
や
っ
た
こ

と
な
い
動
き
が
あ
っ
た
り
、
手
足
が
う
ま

く
連
動
で
き
ず
に
難
し
か
っ
た
で
す
。
最
近

は
徐
々
に
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
出
来
な
か
っ
た
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
の
は
と
て
も
嬉

し
い
事
で
す
ね
。
呼
吸
法
も
あ
る
の
で
す

が
、な
か
な
か
難
し
く
て
絶
賛
挑
戦
中
で
す
。

　

段
位
が
五
級
～
四
段
ま
で
あ
り
ま
す
。

私
は
現
在
、
二
段
と
普
及
指
導
員
の
資
格

を
取
得
し
て
い
ま
す
。
今
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
関
係
で
な
か
な
か
昇
段
試
験
に
行
け
な

い
で
す
が
、
落
ち
着
い
た
ら
ま
た
受
験
し

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
段
の

試
験
で
は
剣
の
試
験
も
あ
り
、
自
分
の
身

体
だ
け
で
な
く
道
具
を
使
い
こ
な
す
感
覚

も
必
要
に
な
る
の
で
い
い
経
験
が
出
来
て

い
ま
す
。

　

段
々
と
球
技
の
よ
う
な
激
し
い
運
動
に

身
体
が
つ
い
て
い
か
な
く
な
り
ま
す
が
、
太

極
拳
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
が
多
く
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
で
き
る
の
で
と
て
も
い
い

運
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
か
た
は
ぜ
ひ
一
緒
に
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

農
業
の

知
識

豆

１
．
厚
生
労
働
省
の
情
報
に
基
づ
い
て
、

　
　
徹
底
し
た
対
策
を
お
願
い
し
ま
す

２
．
感
染
者
が
出
た
場
合
は
、
保
健
所
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

３
．
一
般
的
な
衛
生
管
理
が
実
施
さ
れ
て
い

れ
ば
、
感
染
者
が
発
生
し
た
施
設
等
は

操
業
停
止
や
食
品
廃
棄
な
ど
の
対
応
を

と
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

４
．
支
援
が
必
要
な
場
合
は
、
新
潟
県
十
日

町
地
域
振
興
局
農
業
振
興
部
、
Ｊ
Ａ
津

南
町
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
津
南
町
農

林
振
興
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

■
相
談
窓
口

　

新
潟
県
十
日
町
地
域
振
興
局
農
業
振
興
部

　

℡
７
５
７
‐
５
５
１
８

　

Ｊ
Ａ
津
南
町
営
農
部
営
農
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
３
１
２
３　

　

津
南
町　

農
林
振
興
課

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

①
体
温
の
測
定
と
記
録

②
複
数
人
で
作
業
す
る
場
合
は
、
他
の

人
と
一
定
の
距
離
を
保
つ
な
ど
感
染

対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
熱
中

症
に
な
ら
な
い
よ
う
、
水
分
補
給
や

状
況
に
応
じ
マ
ス
ク
を
外
す
な
ど
体

調
管
理
を
徹
底
す
る
。

③
屋
内
で
作
業
す
る
場
合
は
で
き
る
限

り
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
人
と
の
間
隔

は
２
ｍ
を
目
安
に
適
切
な
距
離
を
確

保
（
最
低
１
ｍ
）
し
、
適
宜
換
気
を

行
う
。

④
集
出
荷
施
設
等
へ
の

入
退
場
時
は
、
手
洗

い
・
手
指
消
毒
を
実

施
す
る
。

⑤
収
穫
物
の
調
製
・
出
荷
作
業
は
、
マ

ス
ク
・
手
袋
等
を
着
用
す
る
。

⑥
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
自

宅
待
機
。
発
熱
が
４
日
以
上
続
く
場

合
は
、
保
健
所
に
問
い
合
わ
せ
、
そ

の
指
示
に
従
う
。

農
畜
産
業
者
の
皆
様
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

予
防
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト
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農
業
委
員
会
の
窓

農地パトロール実施中！
　例年、夏から秋にかけて行っていた農地パトロールの実施内容が変わり、８月中
に農地パトロールを行うことになりました。
　この農地パトロールでは、耕作されていない農地（遊休農地※）の把握や農地の
違反転用の早期発見を目的に行っています。
　農地の状況によっては、所有者に対し、農業委員会事務局から通知が届きます
ので、期限内にご回答をお願いします。

※遊休農地とは
　過去１年以上にわたり農作物の作付けが行われておらず、かつ、今後も農地所有者等による農地の維持
管理（草刈り、耕起等）や農作物の栽培が行われる見込みがない農地。また、農作物の栽培は行われているが、
周辺の同種の農地と比較して、利用の程度が著しく劣っている農地のことを言います。
　作物が作付けされていなくても、維持管理がなされていれば遊休農地ではありません！

農地パトロールの結果、再生利用に困難な農地（非農地）である場合には、原
則として、調査を行った年内に非農地判断を行います。再生利用に困難な農地

（非農地）とは下記のことを示します。
①森林の様相を呈しているなど農地を復元することが著しく困難
②周囲の状況からみて、農地として復元しても継続して利用することができな

いと見込まれる
非農地判断した農地は農業委員会の農地台帳から除外し、関係機関へ通知
します。

●パトロールの流れ

●非農地判断の流れ

非農地判断

８月
以降

町内の農地パトロールを実施８月

利用意向調査書の回答期限10月

パトロールの結果、遊休農地となっている場合には、農業委員会が土地所有
者に対して、今後農地をどう利用していくか意向を確認します

利用意向調査書を土地所有者へ発出
9月

調査の回答がない場合、また調査の回答通りに実行されていない場合に
農業委員会は現地確認を行います

現地確認翌年４月
以降

LINE公式
アカウント

友だち登録は
こちら

農業情報を
いち早く

お届けします！

あ
ぐ
り
情
報
つ
な
ん
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町
で
は
、移
住
定
住
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。移
住
検
討
者
へ
の
発
信
だ
け
で
は
な
く
、

町
民
の
皆
様
へ
の
周
知
が
重
要
と
考
え
、本

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。ど
ん
ど
ん
発
信

し
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
注
目
く
だ
さ
い
♪

　

津
南
町
で
は
、
町
内
事
業
者
様
の
情
報
発

信
強
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ
マ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
の
登
録
代
行
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
で
「
津
南
町 

居
酒
屋
」

な
ど
の
語
句
で
検
索
す
る
と
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ

ｅ
マ
ッ
プ
を
は
じ
め
と
し
た
検
索
結
果
に
店

舗
情
報
が
表
示
さ
れ
る
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
が

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
翻
訳
機
能
も
つ

い
て
い
る
た
め
将
来
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅

行
客
の
対
策
に
も
な
り
、
近
年
で
は
特
に
飲

食
店
や
ホ
テ
ル
な
ど
観
光
関
連
の
事
業
者
を

中
心
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
津

南
町
商
工
会
の
会
報
に
同
封
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
用
紙
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、
観

光
地
域
づ
く
り
課
窓
口
に
用
意
し
た
用
紙
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

本
登
録
代
行
事
業
に
費
用
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
申
込
先
着
50
事
業
者
と
な
り
ま
す
。

※
本
登
録
代
行
事
業
は
津
南
町
が
株
式
会
社
フ
ェ
ズ
に

　

委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
登
録
活
用
支
援

　

事
務
局

　

℡
０
５
０
‐
３
１
８
９
‐
０
０
９
０

※
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　

mailcontact.tsunantow
n@

fez-inc.jp

〇
津
南
町
連
絡
先

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

　

観
光
地
域
づ
く
り
課　

商
工
観
光
班

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

〇
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
上
に
自
分
の
お
店

の
名
前
・
住
所
・
営
業
時
間
・
電
話
番
号
、

な
ど
の
情
報
を
掲
載
で
き
る

〇
お
店
の
外
観
・
内
観
・
商
品
・
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
の
写
真
を
掲
載
で
き
る

〇
口
コ
ミ
の
返
信

〇
投
稿
機
能
を
活
用
し
た
最
新
情
報
の
発
信

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

　

マ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
…
…
？

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
に

　

登
録
す
る
と
こ
ん
な
こ
と
が

　
　
　
　

可
能
と
な
り
ま
す
！

　

昨
年
度
よ
り
、全
庁
よ
り
集
め
た「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を
結
成
し
て
い
ま
す
。課

を
横
断
し
た
話
し
合
い
の
中
で
施
策
を
強

化
す
る
ね
ら
い
で
す
。

　

現
在
は
、湯
沢
町
の
移
住
相
談
窓
口
を

担
っ
て
い
る「
き
ら
星
株
式
会
社
」様
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、町
の
移
住
定
住
コ

ン
セ
プ
ト
と
施
策
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

６
月
に
役
場
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、「
す
ま
い
」「
し
ご
と
」「
数
値
分
析
」を

軸
と
し
た
施
策
を
検
討
中
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活
動

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
。

空
き
家
を
お
持
ち
の
か
た
か
ら
申
請
い
た

だ
く
と
、空
き
家
物
件
情
報
を
町
の
移
住
者

向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
、貸
し
た

い
か
た
・
売
り
た
い
か
た
と
借
り
た
い
か
た
・

買
い
た
い
か
た
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

物
件
の
登
録
が
少
な
い
た
め
、空
き
家
を
売

り
た
い
か
た
・
貸
し
た
い
か
た
か
ら
の
連
絡

を
ど
し
ど
し
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

空
き
家
の
登
録
お
願
い
し
ま
す 移住定住プロジェクトチームの活動の様子

申込フォーム
ＱＲコード

情
報
発
信
強
化
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

～
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
～

Ｕ・
Ｉ
タ
ー
ン
情
報
を

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
て
配
信
中

友
だ
ち
追
加
画
面
か
ら
検
索
Ｉ
Ｄ

を
入
力
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

登
録
可
能
で
す
。

検
索
Ｉ
Ｄ
：@

402ijcbw

の

と
り
く
み
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
。芦
ヶ
崎
地
区
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
南
雲
留
里
子
で
す
。蒸
し
暑
い
日

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
皆
さ
ん
元
気
に
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
ち
ょ
う
ど
１
年
前
の

今
頃
、津
南
町
に
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り

の
私
は
梅
雨
の
長
雨
と
時
々
ぐ
ん
と
熱
く

な
る
蒸
し
暑
さ
と
、急
に
寒
い
く
ら
い
の
山

の
天
候
の
変
化
の
激
し
さ
に
た
だ
た
だ
驚

く
ば
か
り
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
私
の
住
む
芦
ヶ
崎
地
区
は
山
が
近
い

の
で
突
然
の
雷
雨
や
激
し
い
ス
コ
ー
ル
の
よ

う
な
雨
風
が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。当
時

は
さ
い
た
ま
市
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
ば

か
り
で
、住
ん
で
い
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
３
階
で

は
毎
日
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
。朝
か
ら
エ
ア

コ
ン
が
必
須
で
し
た
か
ら
津
南
で
の
天
候

の
変
化
に
体
が
つ
い
て
い
か
な
い
面
も
多
々

あ
り
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
１
年
、お
か
げ
様
で
一
冬
を
越

え
る
こ
と
が
で
き
今
日
ま
で
過
ご
せ
て
い

ま
す
。

　

津
南
町
１
年
生
を
経
験
し
て
少
し
ず
つ

見
え
て
き
た
町
の
様
子
、そ
れ
は
皆
さ
ん

に
と
っ
て
は
何
ら
変
わ
ら
な
い
い
つ
も
の
風

景
で
し
ょ
う
が
私
た
ち
に
は
四
季
折
々
の

人
々
の
動
き
そ
の
も
の
が
見
て
い
て
ワ
ク
ワ

ク「
こ
れ
か
ら
何
が
始
ま
る
の
だ
ろ
う
？
」

と
興
味
津
々
に
感
じ
る
の
で
す
。例
え
ば
農

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
、
都
市
地

域
か
ら
移
住
し
た
か
た
を
地
方
自
治
体
が

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
と
し
て
委
嘱
し
、

地
域
お
こ
し
の
支
援
、
農
林
水
産
業
へ
の
従

事
、
住
民
の
生
活
支
援
、
情
報
発
信
な
ど
の

各
種
地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
定
住

を
図
る
地
域
の
取
り
組
み
を
国
・
町
が
支
援

す
る
制
度
で
す
。 

　

津
南
町
で
は
、
今
年
度
新
た
に
１
名
の
隊

員
が
着
任
し
、
現
在
６
名
が
各
地
域
等
で
活

動
し
て
い
ま
す
。 

　

今
回
は
、
新
た
に
秋
山
郷
地
区
に
着
任
し

た
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
。 

　

津
南
町
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
７
月
よ

り
秋
山
郷
地
区
担
当
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
、長
井
惇
子
で
す
。

　

一
度
は
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
て

み
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
っ
た
こ
と
、
人
と

深
く
関
わ
り
、
生
活
に
密
着
し
た
仕
事
が
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
津
南
町
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

背
が
高
い
た
め
、よ
く
バ
レ
ー
と
バ
ス
ケ
、

ど
っ
ち
を
や
っ
て
い
た
の
？
と
聞
か
れ
る
の

で
す
が
、
部
活
は
ず
っ
と
吹
奏
楽
、
大
学
時

代
は
ア
カ
ペ
ラ
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
音

楽
、
歌
う
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
運
動
も
好

き
で
、
歩
く
こ
と
走
る
こ
と
、
球
技
、
水
泳
、

登
山
、
ス
キ
ー
、
な
ん
で
も
好
き
で
す
！

せ
っ
か
く
美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
場
所
に

来
ら
れ
た
の
で
、
い
ろ
ん
な
山
に
登
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
皆
様
と
〝
共
に
〟
暮
ら
す
こ
と
を

目
標
に
、
た
く
さ
ん
お
話
し
て
、
た
く
さ
ん

歩
い
て
、
津
南
町
の
こ
と
、
皆
様
の
こ
と
を

知
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
気
軽

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で

す
！
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

家
さ
ん
、雪
解
け
が
始
ま
る
と
雪
下
ニ
ン
ジ

ン
の
収
穫
・
田
植
え
に
向
け
て
の
準
備
・
田

植
え
の
後
は
ニ
ン
ジ
ン
か
ら
ア
ス
パ
ラ
へ
…
。

赤
沢
台
地
に
暮
ら
し
て
い
る
と
春
に
な
り

農
家
さ
ん
が
一
斉
に
動
き
出
す
様
子
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。四
季
の
変
化
は
風
景
に
も

よ
く
表
れ
て
い
て
、雪
が
解
け
一
面
土
の
茶

色
。そ
の
う
ち
に
新
芽
の
息
吹
が
キ
ラ
キ
ラ

と
緑
色
に
輝
き
だ
す
。桜
や
藤
の
花
、彩
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
ふ
れ
出
し
田
ん
ぼ
は

水
鏡
の
よ
う
。

　

6
月
に
な
る
と
我
が
家
か
ら
見
え
る
赤

沢
神
社
の
景
色
は
、冬
は
積
雪
に
よ
り
日
に

日
に
境
内
が
見
え
な
く
な
り
ま
す
が
、梅
雨

時
期
に
な
る
と
カ
ラ
イ
モ
の
成
長
が
著
し

く
日
に
日
に
境
内
が
見
え
な
く
な
る
の
で

す
。こ
れ
は
も
う
見
て
い
て
面
白
い
く
ら
い

で
す
。

　

津
南
町
初
心
者
だ
か
ら
こ
そ
楽
し
め
る

毎
日
。き
っ
と
こ
れ
か
ら
も
知
れ
ば
知
る
ほ

ど
好
き
が
増
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
ま
た

ワ
ク
ワ
ク
し
て
過
ご
す
毎
日
で
す
。

↑結東じゃまくら石公園の草刈りに参加する長井さん

津
南
に
新
し
い
風

～
地
域
お
こ
し
協
力
隊
～

秋山郷地区担当

Pro f i l e
生年月日：1996 年生まれ
出　身　地：埼玉県川越市

長井 惇子
ながい　あつこ
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『場づくりから始める地域づくり』
 ………………………………………………………………………………… 学

がく

芸
げい

出版社
●『国立競技場Construction』
 ……………………………………………………………………………河

かわ

出
で

書
しょ

房
ぼう

新社
●『農の明日へ』 ………………………………………………………… 創

きず

森
もり

社
●『お前の頭皮はまだ死んではいない！』
 ……………………………………………………………………………河

かわ

出
で

書
しょ

房
ぼう

新社
●『大連合』 ……………………………………………………………… 堂

どう

場
ば

瞬
しゅん

一
いち

●『ブレイクニュース』 ………………………………… 薬
やく

丸
まる

　岳
がく

●『彼岸花が咲く島』 ………………………………………… 李　琴峰
●『ロータスコンフィデンシャル』 …………… 今

こん

野
の

敏
びん

【子どもの本】 
●『動物バトルオリンピック』
 ………………………………………………………………………………… 新

しん

星
せい

出版社
●『未来のミライ』 ……………………………………………… 細

ほそ

田
だ

　守
まもる

●『キャベたまたんていまものの森からSOS！』
 ……………………………………………………………………………………… 金の星社
●『夏休みルーム』 ……………………… はやみね　かおる
●『パンダツアー』 …………………………… のはな　はるか
●『お化けの猛暑日』 ………………………………………… 川

かわ

端
ばた

　誠
まこと

●『うみのいきものだーれだ？』 ………………… 文
ぶん

響
きょう

社
●『どすこいすしずもう　サーモンざくらのひみつ』
 ……………………………………………………………………………アン　マサコ

　

残
暑
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、暦
の

上
で
は
も
う
立
秋
も
過
ぎ
て
秋
に
な
り

ま
し
た
。秋
の
涼
し
さ
が
待
ち
遠
し
い

今
日
こ
の
ご
ろ
、皆
様
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。賛
否
両
論
あ
り
ま
し
た
が
ス

ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
る
身
と
し
て
は
と

て
も
う
れ
し
い
限
り
で
す
。多
く
の
日

本
選
手
団
の
活
躍
が
見
ら
れ
メ
ダ
ル
を

量
産
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
女
子
重
量
挙
げ
59
㎏
級
に
出

場
し
、銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
安あ

ん

藤ど
う

美み

希き

子こ

選
手
の
試
技
に
は
感
動
し
ま
し
た
。

図
書
担
当
の
私
風
巻
も
4
月
号
の
自
己

紹
介
で
も
言
い
ま
し
た
が
ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て
い
る
の
で
身
近

に
感
じ
ま
し
た
。10
月
の
国
民
体
育
大

会
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
と
気
持
ち
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

・・・【
重
要
】図
書
室
営
業
日
に
つ
い
て 

・・・

　

8
月
中
旬
ま
で
の
臨
時
休
館
期
間
中

に
蔵
書
点
検
を
行
っ
た
た
め
、
7
月
20

日
号
の
広
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
お
知
ら

せ
し
た
蔵
書
点
検
に
よ
る
図
書
室
休
業

は
無
く
な
り
ま
し
た
。の
で
、
8
月
31

日
㈫
か
ら
9
月
3
日
㈮
は
通
常
通
り
図

書
室
は
営
業
し
ま
す
。（
※
8
月
30
日
は
公

民
館
休
館
日
で
す
。）

　

度
重
な
る
予
定
変
更
と
な
り
、誠
に

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、ご
了
承
く

だ
さ
い
。

・
・
・
お
知
ら
せ
・
・
・

　

町
公
民
館
の
一
階
ホ
ー
ル
は
、引
き

続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
会
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

図
書
室
は
通
常
通
り
開
室
し
て
お
り
ま

す
。ち
ょ
っ
と
入
り
づ
ら
い
で
す
が
、気

兼
ね
な
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

駐
車
場
は
、公
民
館
利
用
者
用
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
時
間
帯

に
よ
っ
て
は
混
雑
い
た
し
ま
す
こ
と
を

ご
了
承
く
だ
さ
い
。皆
様
の
ご
利
用
を

心
か
ら
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

・・・
図
書
室
の
基
本
情
報
・・・

※
図
書
室
を
利
用
の
際
は
、「
マ
ス
ク
着
用
」、「
長

時
間
利
用
の
回
避
」を
配
慮
い
た
だ
く
と
と
も

に
、必
ず「
入
室
者
記
入
用
紙
」を
記
入
の
上
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
室
時
間　

平　

日　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　
　

土
日
祝　
８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　

 

8
月
30
日
㈪
、
9
月
27
日
㈪

■
貸
出
冊
数　

１
人
に
つ
き
６
冊
ま
で

■
貸
出
期
間　

２
週
間（
※
予
約
が
な
い
場

合
に
限
り
２
週
間
延
長
可
能
）

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
本
の
確
認
・
予

約
が
行
え
ま
す
。「
津
南
町
公
民
館
図
書

室　

W
e
b
O
P
A
C
」で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
設
定

が
必
要
で
す
。利
用
者
カ
ー
ド
作
成
時
に
設
定

し
て
い
な
い
か
た
は
、図
書
室
の
受
付
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

究極のバードめし

　「ガッツリ食べても罪悪感ゼロ！」
「フィジーク」で活躍するシャイニー薊

あざみ

( 調理師免
許有 )と総合格闘技の実力者スマイル井上の２人
のYoutubeチャンネル「マッスルグリル」で作ら
れた美味しく手軽に作ることができる筋肉美を作り
上げる、ダイエットに最適な鶏肉料理をご紹介。

マッスルグリル

広報ライブラリー
今月の１冊

８月 −葉
は

月
づ き

−

８月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

風ふ
う

鈴り
ん

の
涼す

ず

し
き
音お

と

を
聞き

き
な
が
ら

鉢は
ち

の
水み

ず

や
り
今け

朝さ

も
始は

じ

め
ぬ 

江
村
美
智
代

少し
ょ
う

雪せ
つ

の
水み

ず

の
不ふ

安あ
ん

を
吹ふ

き
飛と

ば
す

雨あ
め

の
毎ま

い

日に
ち

梅つ

雨ゆ

明あ

け
待ま

た
る 

北
村
ま
さ
子

開か
い

拓た
く

後ご

父ふ

母ぼ

の
育そ

だ

て
た
桜お

う

桃と
う

も

林り
ん

檎ご

も
共と

も

に
弱よ

わ

く
な
り
た
る 

小
島
香
代
子

突と
つ

然ぜ
ん

の
波な

み

に
呑の

ま
れ
て
溺お

ぼ

れ
た
る

吾あ

の
手て

を
兄あ

に

は
強つ

よ

く
引ひ

き
寄よ

す 
江
村
大
輔

「
異い

常じ
ょ
う

あ
り
」
と
医い

師し

に
言い

わ
れ
て
シ
ョ
ッ
ク
受う

け
し

夫つ
ま

を
連つ

れ
出だ

し
田た

原ば
ら

道み
ち

歩あ
る

く 

津
端
恵
子

レ
ジ
奥お

く

の
マ
ス
ク
の
声こ

え

が
聞き

き
と
れ
ず

不ふ

要よ
う

な
袋ふ

く
ろ

に
三さ

ん

円え
ん

払は
ら

う 

貝
澤
圭
子

高こ
う

原げ
ん

の
畑は

た

を
流な

が

る
る
風か

ぜ

あ
り
て

猛も
う

暑し
ょ

日び

の
今き

ょ

日う

わ
れ
ら
救す

く

わ
る 

関
谷
郁
子

利り

用よ
う

せ
る
施し

設せ
つ

に
コ
ロ
ナ
の
罹り

患か
ん

者し
ゃ

出で

て

検け
ん

査さ

せ
る
義ぎ

母ぼ

結け
っ

果か

を
ひ
た
待ま

つ 

恩
田
久
美
子

掻か

く
た
び
に
水み

ず

の
流な

が

れ
の
柔や

わ

ら
か
く

頬ほ
ほ

に
触ふ

れ
た
る
感か

ん

触し
ょ
く

楽た
の

し
（
室
内
プ
ー
ル
ク
ロ
ー
ル
）

 

丸
山
直
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
七
月
）

木こ

下し
た

闇や
み

抜ぬ

け
家い
え

々い
え

に
山や
ま

清し

水み
づ 

房　

良

桐き
り

咲さ

く
や
下げ

駄た

屋や

の
娘む
す
め

器き

量り
や
う

よ
し 

千
年
雄

腕う
で

き
き
の
彫ほ
り

師し

の
龍り
ゅ
う

や
大お
お

夕ゆ

立だ
ち 

緑　

夏な
つ

の
霧き
り

山や
ま

の
霊れ
い

気き

の
迫せ
ま

り
来く

る 

芳　

司

夏げ

至し

過す

ぎ
て
今い
ま

こ
こ
ぞ
立た

て
孫ま
ご

の
足あ
し 

守　

人

池い
け

涼す
ず

し
見み

知し

ら
ぬ
人ひ
と

と
会ゑ

釈し
ゃ
く

か
な 

渡　

舟

草く
さ

も
木き

も
み
な
沈ち
ん

黙も
く

の
炎え
ん

暑し
ょ

か
な 

壽　

子

青あ
お

蛙が
え
る

ラ
イ
ト
の
光ひ
か
り

に
逃に

げ
ま
ど
ふ 

フ
ミ
子

開あ

け
放は
な

ち
久ひ
さ

し
振ぶ

り
の
音ね

古こ

風ふ
う

鈴り
ん 

妙　

蟹か
に

・
矢や

羽ば

根ね

・
か
ら
傘か

さ

・
下げ

駄た

と
大だ

い

根こ
ん

の

包ほ
う

丁ち
ょ
う

の
技わ

ざ

食た

べ
ら
れ
ず
ゐい

る
（
旅
の
宿
） 

小
野
寺
恒
代

大お
お

雪ゆ
き

に
倒た

お

れ
し
木き

ぎ々

を
同ど

う

寸す
ん

に

薪ま
き

づ
く
り
す
る
夫つ

ま

い
き
い
き
と 

高
橋
春
枝

呆ぼ

け
防ぼ

う

止し

新し
ん

聞ぶ
ん

チ
ラ
シ
紙か

み

細ざ
い

工く

手て

先さ
き

使つ
か

ふう

も
体か

ら
だ

ま
ま
な
ら
ず 

内
山
キ
ク

寝ね

入い
り

端ば
な

ケ
イ
タ
イ
鳴な

り
て
受う

け
た
れ
ば

仕し

事ご
と

帰が
え

り
の
息こ

の
声こ

え

届と
ど

く 

麻
績
初
恵

終し
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

七な
な

十じ
ゅ
う

五ご

年ね
ん

拾じ
ゅ
っ

歳さ
い

な
り
し
吾あ

に

空く
う

襲し
ゅ
う

の
記き

憶お
く

生な
ま

生な
ま

し 

滝
沢
勝
枝

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
八や

重え

咲ざ

き
の
花は

な

を
珍め

ず
ら

し
み

人ひ
と

ら
足あ

し

止と

め
ひ
と
時と

き

眺な
が

む 

風
巻
京
子

灯ひ

を
消け

せ
ば
俄に

わ

か
に
雨あ

め

の
音お

と

高た
か

し

轟と
ど
ろ

く
雷ら

い

に
夜よ

半は

を
戦お

の
の

く 

鈴
木
綾
子

麻ま

酔す
い

よ
り
お
ぼ
ろ
に
覚さ

む
る
わ
れ
を
囲か

こ

む

医い

師し

に
ま
じ
り
て
妻つ

ま

の
顔か

お

あ
り 

萩
原
光
之

長
生
学
園

夕ゆ
ふ

顔が
ほ

の
塩し

ほ

鯨く
ぢ
ら

汁じ
る

猛も
う

暑し
ょ

日び

の

薬く
す
り

と
思お

も

ひ
今け

日ふ

も
夕ゆ

う

餉げ

に 
中
村
武
子

コ
ロ
ナ
禍か

の
厳き

び

し
き
最さ

中な
か

閉へ
い

幕ま
く

の

東と
う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

に
安あ

ん

堵ど

の
拍は

く

手し
ゅ 

島
田
眞
之



A
nnuity corner

広報 18令和３年８月号

＜実施された行事＞
〔7月〕
	 26日	 津南地域衛生施設組合議会
	 	（議長、組合議会議員）
	 26日	 全国大会出場選手壮行会
	 	（議長）
	 27日	 上越魚沼地域振興快速道路
	 	 建設促進期成同盟会定期総会
	 	 （議長）
	 30日	 地域おこし協力隊・集落支援員
	 	 との懇談会（総文福祉常任委員会）
〔8月〕
	 6日	 全員協議会

＜今後予定されている行事＞
〔8月〕
	 25日	 一般質問〆切日
	 31日	 新潟県後期高齢者医療広域連合
	 	 議会（広域連合議会議員）
	31日～9／1	 県町村議会議長会議長会議
	 	（津南町）
〔9月〕
	 	3日	 議会運営委員会
	 3日	 全員協議会
	 9日	 第３回定例会開会日

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動

 3100日 大倉敏雄（小下里）
 2600日 石橋俊治（割野）
 1700日 城澤作義（小下里）
 700日 中澤久征（中深見）、小林真紀子（足滝）

主な運動：ラジオ体操、ウォーキング、ジョギング他

病
院
歳
時
記

　

骨
粗
鬆
症
は
骨
の
量
が
減
少
し
た
り
、劣

化
し
た
り
す
る
こ
と
で
骨
が
も
ろ
く
な
り
骨

折
し
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。自
覚
症
状
が

な
く
気
づ
き
に
く
い
病
気
の
た
め
、痛
み
な
ど

の
症
状
が
現
れ
た
と
き
に
は
骨
粗
鬆
症
が
進

み
、骨
折
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。骨
折
は
要
介
護
や
寝
た
き
り
の

原
因
と
な
る
た
め
、骨
の
強
さ
を
維
持
し
、骨

折
を
防
い
で
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。当
院
で
は
放
射
線
で
骨
密
度
を
測
定

し
て
い
ま
す
が
、通
常
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
に

比
べ
被
ば
く
量
も
少
な
く
安
全
に
高
精
度
の

検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。加
齢
、女
性

ホ
ル
モ
ン
の
低
下
、生
活
習
慣
病
、遺
伝
な
ど

様
々
な
要
因
が
関
わ
る
骨
粗
鬆
症
で
す
が
、骨

密
度
を
把
握
す
る
こ
と
は
生
活
習
慣
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。ま
た
、早
期
に
治

療
を
開
始
す
る
こ
と
で
骨
折
を
予
防
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。対
象
は
限
定
さ
れ
ま
す
が
、

町
民
健
診
で
も
骨
密
度
は
測
定
で
き
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
の
リ
ス
ク
の
あ
る
か
た
、背
中
や

腰
に
痛
み
が
あ
る
か
た
、痛
み
は
な
い
が
背
中

が
丸
く
な
っ
て
身
長
が
２
～
３
ｃ
ｍ
縮
ん
で

し
ま
っ
た
か
た
は
一
度
、整
形
外
来
に
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

骨
粗
鬆
症
の
話　

骨
密
度
検
査

整
形
外
来
　
島
田
　
芸
子

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
納
付

免
除
・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。
全

額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
、
将
来
受

け
取
れ
る
年
金
額
が
減
り
ま
す
が
、

同
じ
期
間
未
納
だ
っ
た
場
合
と
は
、

年
金
額
や
受
給
資
格
の
審
査
な
ど
で

大
き
な
差
が
発
生
し
ま
す
。（
免
除
や

猶
予
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内

な
ら
ば
納
付
し
て
満
額
に
近
づ
け
る
、
追
納

制
度
も
あ
り
ま
す
。）

免
除
申
請
で
き
る
期
間
は
、

未
来
…
申
請
の
翌
年
６
月
ま
で

過
去
…
申
請
の
２
年
１
ヵ
月
前
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
起
き
ま
す
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
失
業
等
に
よ
っ
て
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た

も
の
の
、
免
除
申
請
を
忘
れ
て
い
た

か
た
や
未
納
期
間
の
あ
る
か
た
は
、

一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
若
年

者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
受

け
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
保
険
料

を
全
額
納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て
年

金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や

す
た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
こ

れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

追
納
に
は
、
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

　

免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
数
え
て
３
年
度
目
以
降

に
追
納
す
る
場
合
は
、
一
定
の
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
、
お

考
え
の
か
た
は
早
め
の
追
納
を
お

勧
め
し
ま
す
。

（
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
、

追
納
で
き
ま
せ
ん
。
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

年
金
コ
ー

   

ナ
ー

議会コーナー

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
免
除
・

猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ

追
納
制
度
に
つ
い
て
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

　

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
は
、年
齢
も
体
力
も
参
加

者
層
の
幅
が
非
常
に
広
く
、ど
な
た
も
運
動

効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
水
中
で
行
う

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
す
。毎
月
開
催
中
の
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、癒
し
を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、

心
と
カ
ラ
ダ
両
面
を
刺
激
す
る
極
上
の
癒

し
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

■
日　

時

　

９
月
20
日
㈪　

午
後
1
時
～
午
後
１
時
45
分

■
場　

所　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南　

プ
ー
ル

■
対　

象　

小
学
５
年
生
以
上

※
小
学
生
の
参
加
は
身
長
１
５
０
㎝
以
上

■
参
加
費

　

会
員
・
非
会
員
と
も
に　

５
０
０
円

　

当
日
プ
ー
ル
・
バ
ー
デ
・
内
湯
の
利
用
も
で

き
ま
す
。

■
定　

員　

20
名

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
〆
切
り

■
日　

程　

9
月
4
日
㈯
～
11
月
27
日
㈯

　

毎
週
土
曜
日

※
都
合
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
時　

間

幼
児　

①
午
前
10
時
15
分
～
午
前
11
時
15
分

　
　
　

②
午
後
12
時
45
分
～
午
後
１
時
45
分

児
童　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
12
時
30
分

■
場　

所　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南 

プ
ー
ル

■
対　

象　

年
中
～
小
学
6
年
生

■
料　

金　

１
１
，４
０
０
円（
税
込
）

　
（
会
員
割
引
１
０
，３
０
０
円
）

■
定　

員　

若
干
名

※
ク
ラ
ス
に
よ
り
空
き
状
況
が
異
な
り
ま
す
。

■
申　

込　

8
月
22
日
㈰

　

午
後
３
時
よ
り
電
話
に
て
先
着
順
に

受
け
付
け
ま
す
。ご
希
望
の
か
た
は
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
以
外
の
申
し
込
み
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
申
し
込
み
先　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南　
　
　
　
　

　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

短
期
水
泳
教
室（
10
回
コ
ー
ス
）募
集

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

■お問い合わせ：クアハウス津南　℡025-765-3711

■お問い合わせ　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

７
月
20
日
、
津
南
町
・
栄
村
の
小
学
５
年

生
の
集
合
学
習
が
行
わ
れ
、
元
Ｗ
Ｗ
Ｆ
（
世

界
自
然
保
護
基
金
）
職
員
の
小こ

森も
り

繁し
げ

樹き

さ
ん

か
ら
「
自
然
や
環
境
を
守
る
た
め
に
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
？
」
と
い
う
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
森
さ
ん
は
、
フ
ィ

ジ
ー
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
な
ど
各

国
で
、ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
調
査
、マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
や
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
な
ど
に
携
わ
り
、
現

在
は
環
境
学
習
の
講
師
や
本
の
翻
訳
な
ど
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
球
は
奇
跡
の
星
」
で
あ
る
こ
と
。

　

現
在
の
私
達
の
生
活
は
、
大
量
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
資
源
を
使
っ
て
成
り
立
っ
て
い
て
、

そ
の
量
は
地
球
が
生
産
・
処
理
す
る
能
力
を

超
え
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
今
の
生
活
を

維
持
す
る
に
は
、
地
球
が
１
・
６
個
必
要
な

こ
と
。
森
林
破
壊
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
、

外
来
種
の
問
題
の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
の
要

因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
た
め
に
家

族
と
家
で
で
き
る
こ
と
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
事
前

に
、
子
ど
も
達
か
ら
質
問
を
受
け
付
け
、
そ

の
返
答
や
ク
イ
ズ
も
交
え
な
が
ら
の
お
話
で

し
た
。

　

子
ど
も
達
か
ら
は
、
こ
の
話
を
他
の
人
に

も
伝
え
て
地
球
や
生
き
も
の
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
、
夏
休
み
に
友
達
と
ゴ
ミ
拾
い
を

し
た
い
、
家
族
と
工
夫
し
て
節
電
し
た
い
、

林
業
を
や
り
た
い
、
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

私
達
は
山
や
川
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な

苗
場
山
麓
に
暮
ら
し
て
い
る
の
で
、
環
境
破

壊
や
環
境
保
全
と
い
う
言
葉
に
ピ
ン
と
こ
な

い
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

地
球
温
暖
化
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
は
、
と

て
も
身
近
で
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

日
本
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
達
成
す
る

に
は
、
私
達
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て
、
今
で

き
る
こ
と
か
ら
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
で
は
、
今
後
も
こ
う

い
っ
た
環
境
学
習
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

■
お
申
し
込
み

　

前
日
ま
で
に
ク
ア
ハ
ウ
ス
受
付
ま
た
は
お

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
先　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１
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■人口9,133（−12）　男4,429（−４）　女4,704（−８）

■世帯数3,487（＋２）　■転入／ 12　■転出／ 11　■出生／０　■死亡／ 13　■婚姻／０８月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●秋季企画展
　「魚沼地方の古代
　～山里のなりわいと交流～」
　会　期：9月4日㈯～ 11月3日㈬
　入館料：一般300円、小・中学生200円
　津南町の弥生時代〜古代の資料を中心に、稲作の伝来から

平安時代の魚沼地域の文化的諸様相を紹介します。

●「ひょうたん細工」体験
　日　時：9月4日㈰
　　　 　10：00 ～ 11：00
　体験料：300円
　対象：小学1年生～大人
　小さなひょうたんに穴をあけて飾りをつくります。

●「縄文の色ベンガラを学ぼう」体験
　日　時：9月12日㈰　10：00 ～ 11：00
　体験料：800円 　　対　象：小学5年生～大人
　11日の体験で焼成したベンガラを使って、木製の

プレートに模様を描きます。

●「原石からつくる剥片石器」体験
　日　時：9月18日㈯13：30 ～ 14：30
　体験料：500円
　対　象：10才～大人
　縄文時代に石器の材料として使われた様々な種類の

原石を割って、剥片石器をつくります。

●「どんぐりのストラップ」体験
　日　時：9月25日（土）10：00 ～ 11：30
　体験料：700円　　対　象：小学5年生～大人
どんぐりの帽子をかぶせた可愛いストラップをつくります。

堰下遺跡出土品

縄文の色ベンガラを学ぼう

原石からつくる剥片石器

どんぐりのストラップ

ひょうたん細工

山田マサイさん	 （99歳・所平）

清水　正 さん	 （83歳・大割野）

山本キクヨさん	 （92歳・下日出山）

野﨑　和子さん	 （77歳・大割野）

風巻　　清さん	 （90歳・大割野）

風巻　貞夫さん	 （87歳・大割野）

松縄　シズさん	 （94歳・赤沢）

　

暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。私
は
暑
さ
に
耐
え
ら

れ
ず
ク
ー
ラ
ー
を
使
用
す
る
毎

日
で
す
…
…
さ
て
、今
回
記
事
に

書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
津
南
中

等
教
育
学
校
の「
森
の
三
方
よ

し
」。私
も
取
材
に
行
っ
た
際
に

杉
の
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
買
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。杉
は
花
粉

症
の
せ
い
で
苦
手
意
識
が
あ
り

ま
し
た
が
、ア
ロ
マ
オ
イ
ル
は
と

て
も
落
ち
着
く
香
り
で
す
。家
で

の
リ
ラ
ッ
ク
ス
に
一
役
買
っ
て

い
ま
す
！	

村
山　

拓
也

９月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

4日㈯ 10:00～11:00 ひょうたん細工 300 低学年以上

5日㈰ 10:00～12:00 カラムシの糸撚り 1,000 中学年以上

11日㈯
9:00～10:00 身近な薬草 500 低学年以上

13:30～14:30 ベンガラ焼成実験 無料 低学年以上

12日㈰ 10:00～11:00 縄文の色ベンガラを学ぼう 800 高学年以上

18日㈯ 13:30～14:30 原石からつくる剥片石器 500 10才以上

19日㈰ 13:30～15:30 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

20日㈪ 10:00～11:00 枝木の動物 300 低学年以上

23日㈭ 10:00～11:30 苔玉づくり 700 低学年以上

25日㈯ 10:00～11:30 どんぐりのストラップ 700 高学年以上

26日㈰ 10:00～12:00 琥珀の勾玉づくり 1,200 10才以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

町では津南音声訳の会に広報
つなんの音声訳を委託してい
ます。
お聞きになりたいかたはホー
ムページをご覧いただくか、
詳しくは総務課（℡ 765-
3112）までお問い合わせく
ださい。
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■
編
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
の
受
付
窓

口
。受
け
渡
し
の
イ
メ
ー
ジ
写
真
で
す
。


